
　　豊かな自然と活力ある都市が調和した

　　「安心で快適な住みよいまちづくり」を目指して

令和7年度当初予算案のポイ ン ト

～～未来へ踏み出す確かな歩み　子育ち応援加速型予算～～

資 料 ６－３

山県市

〜令和8年大桑城跡国指定を目指して〜

---ｃｏｎｔｅｎｔｓ---

　ポイント①（予算総額）　…………………２

　ポイント②（ＰＢ・市税）　………………３

　ポイント③（市債・基金）　………………４

　ポイント④（常勤一般職）　………………５

　ポイント⑤（こどもと未来）………………６

　ポイント⑥（健康寿命延伸）………………8

　ポイント⑦（まちづくり）　………………9

　ポイント⑧（GX、DX）…………………１０

　ポイント⑨（地方創生） …………………１１

　ポイント⑩（そ　の　他） ………………１２

- 1 -



（単位：千円）

令和7年度 当初予算案のポイント①

～未来へ踏み出す確かな歩み～

子育ち応援加速型予算

特色ある地域経済、豊かな自然等を有効活用するとともに、子育ち応援、持続可能な地域経済づくり等、将来を見据え今すべき施
策等については積極的に取り組む予算としています。

中長期的視点での「こどもと未来を結ぶ多様性のある社会実現」「健康寿命の延伸と高

齢者の活躍」「未来を見据えた力強く豊かなまちづくり」「地域課題の解決に向けたＤＸ、

ＧＸの推進」の４つの視点に重点配分しつつ、「持続可能な財政運営」を基調とし、令和７

年度一般会計の当初予算額は、約1.1％増の152.6億円（総額は約0.8％増の約245.8億

円）としています。
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※ 当初予算での数値

ごみ処理施設建設

金額 率

15,260,000 15,100,000 160,000 1.06%

6,631,800 6,661,800 △30,000 △0.45%

2,684,923 2,617,991 66,932 2.56%

24,576,723 24,379,791 196,932 0.81%

比較
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令和7年度 当初予算案のポイント②

「新市まちづくり事業」に基づく合併特例債の活用等により、平成16年度の市債発行額は約60億円でしたが、平成
22年度以降は平年度化し、令和５年度以降は１0億円以内の発行額となっています。
これに伴い、プライマリーバランス（基礎的財政収支）も、平成22年度以降は1６年連続黒字となっています。

市債発行高及びプライマリーバランス

市税は、平成21年度の約31

億円をピークにそれ以降は、約
30億円の微増減で推移してきて
います。なお、令和7年度は増加
の見込みとなっていますが、定額
減税の影響を除くと実質的には
微減の見込みとなっています。

市 税

地域情報化２６億円、防災無線６億円、中学校５億円、文化会館５億円、臨財債７億円等
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※ 当初予算での数値

- 3 -



令和7年度 当初予算案のポイント③

基金残高は、平成26年度（約96億円）以降減少しておりましたが、
令和元年度を境に増加に転じております。令和6年度末は補正予算後
ベース、令和7年度は当初予算ベースですので、近年の決算結果を鑑みれ
ば、令和7年度末も結果的には減少幅は縮小する見込みです。

基金残高

※ Ｒ５までは決算数値、Ｒ６は最終補正後の数値、Ｒ７は当初予算後の数値
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市債残高は、平成21年度末の約368億円を
ピークに減少し、市債返済額以内の借入に努め
ることで令和7年度末も減少する見込みです。
※令和6年度より、特別会計（簡易水道）の市債残高は企

業会計（水道事業）へ移行しました。

市債残高
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令和7年度 当初予算案のポイント④
※常勤一般職員には、任期の定めのない職

員（いわゆる正規職員）及びフルタイム再任用

職員が含まれます。

常勤一般職員数は、合併時から大幅に減少しており、令和7年度は、平成
16年度の425人に対し、約41.6％縮減となる248人の予定です。
なお、令和２年度から、会計年度任用職員制度が導入され、非常勤一般

職員となるフルタイム会計年度任用職員の人数は5人の予定です。

常勤一般職員数
令和6年度に給与改定は行わ

れたものの、常勤一般職員数の
減少に伴い、その人件費も減少し
ています。なお、再任用職員の活
用等により、必ずしも職員数とは
比例しないことがあります。

常勤一般職人件費
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※金額語尾の「ｐ〇〇」は「令和7年度当初予算の概要」のページ

産婦･乳幼児健診（心理相談含む) 、産後ケア 4,523 p23

子育て応援ギフト事業（国：妊娠・出産時　併せて10万円） 25,031 p21

第二子以降出産祝金（県：第二子以降　10万円） 6,224 p21

出産祝金（赤ちゃんほほえみ応援金） 8,500 p21

　（多子出産の場合、国・県の給付を併せ最大330万円を支給）

440 p23

子ども医療費助成（高校生等現金給付含む） 115,345 p20

０歳から2歳児の保育料無償化 21,500 ※１
影響額

フッ化物洗口事業（歯科保健事業のうち） 713 p23

保育園等給食費無償化事業 36,521 p21
p22

保育園を中心とした地域創造事業 15,650 p22

自然体験事業（保育園、小中高等学校を対象とした体験事業分） 5,685 p27

１か月児健康診査事業

こどもと未来を結ぶ

多様性のある社会実現（特筆分）

(単位：千円)

●保育園を中心とした地域創造事業

家族で美山地域に滞在し、地域の特色・魅力を体験

するとともに、期間中にこどもが保育園を利用するこ

とで在園児等との交流により相互成長を図る事業。

※1は利用料等として歳入想定した額（歳入への影響額）

保育園外活動（自然体験）の様子

新規

令和7年度 当初予算案のポイント⑤-1

新規

拡充

乳幼児健診の様子
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1,000 p27
p31

教材費無償化事業（小中学校） 34,000 p32
p33

学校給食無償化事業（小中学校） 103,705 p32
p33

学校給食共同調理化事業 37,000 p31

放課後児童クラブ事業 75,645 p21

4,305 p33

地域未来塾事業 3,386 p33

部活動地域展開事業 6,500 p34

女性活躍推進事業 4,000 p17

女性相談支援員設置事業 3,771 p21

子育て世帯訪問支援事業 2,624 p21

こども家庭センター運営事業 9,985 p22

こどもサポートセンター運営事業 22,918 p31

100,000 p29みんなのげんき広場大型遊具整備事業

山県未来のまちづくりパートナーシップ事業

放課後子ども教室推進（小学3年生対象週１回）

こどもと未来を結ぶ

多様性のある社会実現（特筆分）

(単位：千円)

（中学1年生～高校1年生対象年間45回程）

●女性相談支援事業

家庭の状況や性的な被害などにより、日常生活や社会

生活を営む上で困難な問題を抱える女性への相談支援

を行うため、女性相談支援員を配置する事業。

地域未来塾の様子

新規

新規

新規

新規

令和7年度 当初予算案のポイント⑤-2

山県未来のまちづくりパートナーシップ事業の様子

拡充

新規
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12,000 p19

3,143 p19

2,784 p23

14,366 p23

3,134 p24
p36

21,738 p36

270 p36
p38

39,259 p38

64,640 p38

3,155 p38

25,705 p39

300 p39人間ドック補助金（後期特会）

重複・多剤服用者適正勧奨推進事業（国保・介護特会）

地域包括支援センター業務委託（介護特会）

介護予防・生活支援サービス事業（介護特会）

介護事業所等情報集約システム導入（介護特会）

後期高齢者健診無料化（後期特会）

市老人クラブ連合会等補助
歯科保健事業
帯状疱疹ワクチン接種事業
各種がん検診節目年齢無償化（国保特会含む）
（40,45,50,55歳に対して無料クーポン配布）

特定健診事業無料化（国保特会）

市シルバー人材センター補助

(単位：千円)健康寿命の延伸と

高齢者の活躍（特筆分）

まちの保健室の様子

新規

新規

令和7年度 当初予算案のポイント⑥

●重複・多剤服用者適正勧奨推進事業

山県薬剤師会と連携し、重複・多剤服薬者に対して

健康リスクを伝え、適正な服薬を支援する事業。

●介護事業所等情報集約システム導入事業

介護施設等の空き情報等を集約、管理するシステムを

導入し、迅速に情報を一般公開することで、市民・事

業者の利便性向上を図る事業。

新規
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